
■ はじめに

大阪市西区、靱公園の緑につつまれた

四つ橋筋に面して、（株）帝国データバン

ク大阪支社ビルが平成１５年５月に着工し

ました。

現在の大阪支社ビルの老朽化に伴い、

靱公園を眼下に見下ろす緑豊かな場所に

移転し、ＩＴ対応の先進オフィスとして建

設することとなりました（図－１）。
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■ 大阪市建築美観誘導制度の適用

四つ橋筋に面する地域は、大阪市建築美観誘

導基準の適用を受け、『外壁を街路から後退させ、

花と緑のポケットスペースを設置し楽しく歩け

るまちなみ』の形成を目指しています。

当建物は、街路に面するエントランス部分を

１・２階吹抜け空間とし、外壁面を高層部よりさ

らにセットバックさせ、緑地スペースを設ける

ことにより歩道と一体となった公共性の高い緑

豊かなオープンスペースをつくり出しています

（図－２）。

また、阪神高速道路に面して屋上緑化を行う

など都市景観・都市環境に配慮し、都市に潤い

を与える建物となっています。

■ 建築計画

１階は、吹抜けをもつエントランス（図－３）

と応接ゾーン、２階の一部と３～８階は事務室、８

階の一部と９階は会議室ゾーンとしています。

基準階は３.２ｍモデュールを採用し、効率的で

フレキシブルなオフィスレイアウトを可能とし

ており敷地特性を生かしたコアレイアウトによ

り、無柱の事務スペースを確保しています（図－

４）。

また、ＣＦＴ構造・制震構造を採用し、２階マシ

ンルームには免震床を併用することにより、桁

方向９.５ｍスパンの無柱空間を生み出すとともに、

情報機能の安全性が高い建物としています。

■ 設備計画

ＩＴ化に対応し、省エネルギ－性、機能性、安

全性をテーマにした最新の設備システムを採用

しています。その中から、特に氷蓄熱空調シス

テム、冷暖房フリー空調システム、蓄熱床暖房

システム、省エネルギー照明制御システムなど

について紹介します。

● 氷蓄熱システム

事務室のうち、機器発熱や執務負荷の高いイ

ンテリアゾ－ンの空調には、安価な深夜電力を

利用して氷蓄熱を行い、昼間のピーク負荷に利

用する氷蓄熱式マルチ空調システムを採用して

います。深夜電力料金適用によるランニングコ

〔３〕

KONOIKE Engineering Topics

第388号（2003.11.15）

〔２〕

KONOIKE Engineering Topics

第388号（2003.11.15）

スト縮減と、製氷時には効率のよい定負荷運転

により省エネルギーが図れます。

● 冷暖房フリー空調システム

東西両面に大きな窓を配置した建物形状によ

る窓側温熱環境の変動や小部屋間仕切りに対応

するため、同一熱源（室外機）で室内機ごとに冷

暖房選択可能な冷暖房フリーマルチ空調システ

ムをペリメータゾ－ンに設置しました。これに

より、使用勝手の違う複数のフロアーに対して

熱源系統を分散増設することなく冷房、暖房そ

れぞれのニーズに対応することができます。

● 屋上からの外気取り入れ

東側は阪神高速、西側は四つ橋筋と交通量の

多い道路に挟まれた敷地であることから、換気

設備においては、全ての執務空間の外気を屋上

から取り入れています。取り入れた外気は全熱

交換器を経て室内空気と入れ替わり、無駄な熱

排出を押さえています。

● 躯体蓄熱床暖房システム

１階エントランスホールには受付があり、また

打ち合せコーナーの設置も予想されました。

天井高さのある空間の暖房方式は、床暖房が

有効です。本計画では、１階エントランスホール

に、発熱体を厚み２５０ｍｍの床スラブに敷設して

あります。深夜電力により躯体に熱を蓄え、昼

間放熱する方式を採用し、ランニングコスト縮

減を図っています。

● 省エネルギー照明制御システム

室内に設けた照度センサーにより効率的に調

光し電力負荷の軽減を図ります。窓側昼光の明

るさやランプ交換時の初期照度をセンサーで感

知し、設定照度を自動的に調節します。またト

イレは人感センサーにより自動点滅としていま

す（図－８）。

● 有利な電力契約の採用

当計画は、オール電化設備としています。そ

のメリットを生かし、氷蓄熱空調に対して蓄熱

調整契約、蓄熱空調＋電気式空調システムに対

して業務用空調システム契約、厨房用電力に対

して業務用電化厨房契約、これら全ての電化契

約を実施することに対して業務用総合電化契約

と実に４種類もの割引契約を関西電力（株）と結ぶ

予定です。年間で数百万円の電気料金縮減が期

待できます。

■ おわりに

急速に発展する『ＩＴ化』により、機能的なオフ

ィス環境の整備が要求されています。オフィス

レイアウトを含めた総合的な居住環境の提案に

より、多様な顧客ニーズに応えることが可能と

なりました。

工 事 概 要
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工事場所
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施　　工
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図―５　蓄熱概念図
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図―６　冷暖房フリーマルチ空調概念図
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図―７　空調システムゾーニング図
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■ 大阪市建築美観誘導制度の適用

四つ橋筋に面する地域は、大阪市建築美観誘

導基準の適用を受け、『外壁を街路から後退させ、

花と緑のポケットスペースを設置し楽しく歩け

るまちなみ』の形成を目指しています。

当建物は、街路に面するエントランス部分を

１・２階吹抜け空間とし、外壁面を高層部よりさ

らにセットバックさせ、緑地スペースを設ける

ことにより歩道と一体となった公共性の高い緑

豊かなオープンスペースをつくり出しています

（図－２）。

また、阪神高速道路に面して屋上緑化を行う

など都市景観・都市環境に配慮し、都市に潤い

を与える建物となっています。

■ 建築計画

１階は、吹抜けをもつエントランス（図－３）

と応接ゾーン、２階の一部と３～８階は事務室、８

階の一部と９階は会議室ゾーンとしています。

基準階は３.２ｍモデュールを採用し、効率的で

フレキシブルなオフィスレイアウトを可能とし

ており敷地特性を生かしたコアレイアウトによ

り、無柱の事務スペースを確保しています（図－

４）。

また、ＣＦＴ構造・制震構造を採用し、２階マシ

ンルームには免震床を併用することにより、桁

方向９.５ｍスパンの無柱空間を生み出すとともに、

情報機能の安全性が高い建物としています。

■ 設備計画

ＩＴ化に対応し、省エネルギ－性、機能性、安

全性をテーマにした最新の設備システムを採用

しています。その中から、特に氷蓄熱空調シス

テム、冷暖房フリー空調システム、蓄熱床暖房

システム、省エネルギー照明制御システムなど

について紹介します。

● 氷蓄熱システム

事務室のうち、機器発熱や執務負荷の高いイ

ンテリアゾ－ンの空調には、安価な深夜電力を

利用して氷蓄熱を行い、昼間のピーク負荷に利

用する氷蓄熱式マルチ空調システムを採用して

います。深夜電力料金適用によるランニングコ
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スト縮減と、製氷時には効率のよい定負荷運転

により省エネルギーが図れます。

● 冷暖房フリー空調システム

東西両面に大きな窓を配置した建物形状によ

る窓側温熱環境の変動や小部屋間仕切りに対応

するため、同一熱源（室外機）で室内機ごとに冷

暖房選択可能な冷暖房フリーマルチ空調システ

ムをペリメータゾ－ンに設置しました。これに

より、使用勝手の違う複数のフロアーに対して

熱源系統を分散増設することなく冷房、暖房そ

れぞれのニーズに対応することができます。

● 屋上からの外気取り入れ

東側は阪神高速、西側は四つ橋筋と交通量の

多い道路に挟まれた敷地であることから、換気

設備においては、全ての執務空間の外気を屋上

から取り入れています。取り入れた外気は全熱

交換器を経て室内空気と入れ替わり、無駄な熱

排出を押さえています。

● 躯体蓄熱床暖房システム

１階エントランスホールには受付があり、また

打ち合せコーナーの設置も予想されました。

天井高さのある空間の暖房方式は、床暖房が

有効です。本計画では、１階エントランスホール

に、発熱体を厚み２５０ｍｍの床スラブに敷設して

あります。深夜電力により躯体に熱を蓄え、昼

間放熱する方式を採用し、ランニングコスト縮

減を図っています。

● 省エネルギー照明制御システム

室内に設けた照度センサーにより効率的に調

光し電力負荷の軽減を図ります。窓側昼光の明

るさやランプ交換時の初期照度をセンサーで感

知し、設定照度を自動的に調節します。またト

イレは人感センサーにより自動点滅としていま

す（図－８）。

● 有利な電力契約の採用

当計画は、オール電化設備としています。そ

のメリットを生かし、氷蓄熱空調に対して蓄熱

調整契約、蓄熱空調＋電気式空調システムに対

して業務用空調システム契約、厨房用電力に対

して業務用電化厨房契約、これら全ての電化契

約を実施することに対して業務用総合電化契約

と実に４種類もの割引契約を関西電力（株）と結ぶ

予定です。年間で数百万円の電気料金縮減が期

待できます。

■ おわりに

急速に発展する『ＩＴ化』により、機能的なオフ

ィス環境の整備が要求されています。オフィス

レイアウトを含めた総合的な居住環境の提案に

より、多様な顧客ニーズに応えることが可能と

なりました。
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図―５　蓄熱概念図
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図―７　空調システムゾーニング図
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図―8 昼光による照度制御
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